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川崎市市民ミュージアムでの民俗資料レスキューについて

シルク博物館　高橋　典子

1．はじめに

2019年10月13日、知人から台風19号によっ

て川崎市市民ミュージアム（以下、市民ミュー

ジアム）周辺が水没しているとの一報を受けた。

1988年の開館時から2017年まで学芸員として長

く勤務させていただいた博物館の被災は、にわか

には信じがたいものであった。市民ミュージア

ムは博物館と美術館あわせて9つの専門分野を持

ち、それゆえに収蔵品数も多く、およそ26万点

を有している。それらの収蔵品は地下に設けられ

た9室の収蔵庫に収められている。収蔵庫のある

区画までは大きなシャッターが3枚あり、そのさ

らに先に頑丈なスチール製の大扉があり、各収蔵

庫も大扉で隔てられているので、もしかしたらそ

れほどの被害ではないかも、と一縷の望みを持っ

ていた。しかし、排水作業がなかなか終わらな

い。排水が終わったのが10月16日の夜で、その

頃には相当の被害があるだろうことを覚悟してい

た。その被害がどれほど甚大なものであったか

は報道等で明らかになったとおりである。その

後、全国の様々な組織が協力して被災資料のレス

キューが始まり、昨年6月には被災した収蔵品の

搬出が終わったとのことである。

本稿では、市民ミュージアムにおける民俗資料

のレスキューに関わらせていただくなかで得た知

見や感じたことなども含め、現時点での「まと

め」として記してみたい。

2．被災した収蔵庫

被災後、はじめて収蔵庫に入らせてもらったの

は10月29日であった。地下の環境が劣悪という

ことで、防護服を着こみ、ゴム手袋、ヘルメッ

ト、長靴、ゴーグル、DSⅡのマスクを装着して

向かった。マスク越しにも臭気がきつく、湿度は

100パーセントに近いとのことで非常に蒸し暑く

息苦しい。40分以上は作業できないと言われた

ことがよく理解できた。この日、最も衝撃的だっ

たのは、第3収蔵庫のスチール製の大扉が折れ曲

がっている光景である。第3収蔵庫は主に古文書

など歴史資料が収められているが、半分溶けたよ

うになっている文書箱や、床板に中性紙封筒らし

き紙片が固着しているのも見て取れた。

民俗資料が入っている第1収蔵庫はカビが発生

しているということで閉め切られていた。入口か

ら覗いた限りでは、入ってすぐの収蔵棚はあまり

変わった様子がなく、棚の一番上に乗っている背

負いかごがもとのまま収まっていて、荒れた様子

は感じなかった。しかし、視線を下に落とすと、

床板はところどころ下から突き上げられたように

跳ね上がり、大型の民具や収納タンス類が倒れこ

んでいて、とても中に入れるような状況ではない

ことがわかった。

翌10月30日、「神奈川県博物館協会（以下、県

博協）」より加盟館園へ市民ミュージアムへのレ

スキュー要請文書が届いた。ただし、実際に民俗

資料のレスキューが始まったのはそれから1か月

半近く後のことである。レスキュー開始以降も、

並行して、業者の方がめくれあがった床板を剥が

して通路を作り、危険な棚類などを撤去する作業

が続いていた。

3． 被災前の第1収蔵庫と民俗資料の整理方法、

収納状況

「はじめに」でも述べたが、私はかつて市民

ミュージアムで民俗担当の学芸員として勤務して

いた。本稿は、市民ミュージアムでの民俗資料の

レスキューについて、参加者としての立場から報

告させていただくものであるが、この項では被災

以前同館で民俗資料がどのように整理され、収蔵

されていたかを簡単に記しておこうと思う。そ

うすることによって、被災状況との検証やレス

キューの手順、今後の修復計画などにいくらかは

役に立つのではないかと考えるからである。

市民ミュージアムでは、収集した民俗資料を次

のような手順で管理していた。まず、資料は1点

ごと資料カードを作成し資料番号を付与する。こ

の番号は例えば「民98－3－1」となっていれば、

「民俗資料として1998年に収集した3件目の資料

の1点目」を意味する。資料原簿には「民98－3」

の情報として、受入年月日・受入区分・受入先・

点数・資料の特性などを記載する。資料には直接

白のポスターカラーで資料番号を注記し、その上
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にニスを塗ってカバーしていた。原則として1点

1点に番号を付けるようにしており、布類などに

はバイアステープに番号を記入して縫い付けてい

た。紙資料など書き込めないものについては中性

紙封筒やAFフォルダーに入れてそちらに番号な

どの情報を記載していた。資料番号は小さい文字

で目立たないところに書き込んでいるため見つけ

くいので、1点ごと、紙札（5×7㎝）をたこ糸で

結びつけていた。この札には、資料番号・資料

名・受入先・収蔵庫内の収納場所のほか、撮影や

修復の履歴などを記載している。さらに、資料は

ほぼすべて写真を撮っており、画像に資料番号を

付けて資料原簿や資料カードのデータと照合でき

るようにして管理していた。

市民ミュージアムには地下に9室の収蔵庫があ

るが、民俗資料は第1収蔵庫に収められていた。

第1収蔵庫は床面積約450㎡で9室のうち最も広

い収蔵庫である。収蔵庫内にはスチール製開放棚

が設置されており、その棚や床に記号をつけて場

所の管理をしていた。収納している資料はそれぞ

れ収納場所が決められており、展示や貸し出し、

調査などで収蔵庫から運び出しても必ずもとの保

管場所に戻すようにしていた。その収納場所の記

号が、資料カードと紙札に記載してあった。これ

は、満杯になった収蔵庫で資料を少しでも効率よ

く収納するための工夫で、かなり厳密に運用して

いた。

棚のスペースが限られているので、小さい資料

はテンバコに入れて積み重ねて収納していた。一

部は蓋付きの収納ケース（市販品）にも収納して

いた。こちらはテンバコと違って軽く、半透明で

中身が確認しやすいので重宝していた。民俗資料

には紙資料も多くあり、それらは中性紙箱に収納

していた。衣類は木製の箪笥（開館時に、収蔵庫

の調度品として設置されていたもので、引き出し

タイプと観音扉タイプ、個別引き出しタイプがあ

り、いずれも重量があった）に収納。他にも、収

蔵品である和箪笥の引き出しの中にも古文書や衣

類、護符類などを収納していた。

また、収蔵庫の壁面には高さ160～180㎝の位

置に手すり状の金具が取り付けられていて、そこ

に櫂や櫓、長細い形状の漁具や農具などをくくり

つけていた。収蔵庫は資料で満杯になっており、

棚の一番上にも軽量の民具、竹籠類や膳椀、藁製

品、長持ちなどを置いていた。

市民ミュージアムの民俗資料が収蔵庫内でどの

ように収納されていたか、イメージしていただけ

ただろうか。

被災前の第1収蔵庫

4．最初のレスキュー

12月12日、はじめて民俗資料のレスキューに

参加した。庫内は、10月に見た時より格段に悪

い状況になっているように見えた。カビの繁殖

と臭いもひどく、あちこちに見たことのないピ

ンク色のキノコや積雪のような菌糸がはびこっ

ていた。
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被災後の第1収蔵庫

この日は、第1収蔵庫内に収納されている川崎

市指定文化財「黒川の獅子頭」と「大師河原の漁

撈具」の状況確認という目的もあった。漁撈具は

450点ほどが一括で指定されているため、一つ一

つ確認することはあきらめ、黒川の獅子頭を探す

ことにした。獅子頭は3頭あり、それぞれ布団綿

で包んで一つの段ボールに入れていた。幸い、収

納されていた棚の近くですぐに見つかったが、段

ボールは崩れて腐り真っ黒な何かと混ざり合って

いた。雌獅子はもともと塗られていたベンガラの

染料が溶け出たようで、梱包材が赤く染まってお

り、頭の他の部分に色素が移っているのが見て取

れた。また、竹かご部分に薄葉紙がこびりついて

いて、竹の編目にも細かく入り込んでいた。資料

の保護のために使用していた薄葉紙や綿布団であ

るが、今回のような災害では資料への被害を助長

してしまうことがあるとわかった。獅子頭は3頭

とも見つけたものの、この日はまだ救出先（移動

先）が決められていなかったため、その場で可能

な限り汚れを除去したあと、収蔵庫内にあったテ

ンバコに入れて別置することしかできなかった。

通路の整備後の状況

12月には計3回レスキューに参加したが、この

頃の作業は、入口付近から奥まで散乱した資料を

拾い上げ、倒れた棚や収納箪笥を撤去しながらな

んとか通路を確保して奥まで進んで行く、という

ものであった。資料が取り上げられた後から、専

門業者の方々によって危険な棚や通路が撤去され

整備されていった。そうしてわずかに空いた収

蔵庫内のスペースに取り上げた資料を移動して

いく。とにかく大変だったのが、テンバコや収納

ボックス、そして民具の中に溜まった汚水を抜く

作業であった。一日中、足場も悪い中でドロドロ

になった水を手作業でくみ上げ、庫外へ運び出し

た。水抜き作業中、汚水を一時的に貯めていたの

は木製の天水桶で、水漏れせずに使用に耐えてい

るのを見てなんとも言えない気持ちになった。

レスキューがぎりぎり間に合った資料もあっ

た。民間信仰の神仏を描いた掛軸を多数収蔵して

いたが、半数以上の掛軸は修復して中性紙の収納

箱に入れていた。ほとんどの掛軸が濡れたままで

あったので、幸いなことにまだ開けるものがあっ

た。それらの掛軸のうち、三分の一ほどは庫外へ

出して乾燥させることができ、市内の講中から寄

贈していただいた掛軸のほとんどを救出すること

ができた。そのほかの紙資料は、歴史資料と同様

に、見つけ次第ビニール袋に入れて冷凍コンテナ

へと搬出した。

被災した民俗資料のなかでもっとも悲惨な状況

だったのが土人形類であった。市民ミュージアム
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には、日本各地の天神人形のコレクションが入っ

ていたが、ほとんどが崩れて水を吸ったクッキー

のような状態になっていた。また、ひな人形など

も頭部と手足が溶け崩れ、衣裳もひどく傷んでい

た。同様に収蔵している衣類の損傷も激しかっ

た。箪笥の中やテンバコの中に長く水が貯まった

ままであったことから、腐敗が進んだのではない

かと思う。箪笥類は水を吸って変形したため引き

出しが開かず、中の資料を取り出すことが容易で

はなかった。特に収蔵品の和箪笥は破壊して資料

を取り出すという訳にもいかなかった。さらに、

箪笥類はスチール棚の一番上に乗っているものも

あった。水に浮いて棚の上に着地したものと思わ

れる。

民俗資料のレスキューは開始されたが、安全を

確保しながら資料を運び出し、処置し、管理す

る、その場所や方法、体制などが整えられるま

ではまだクリアすべき要件が多く、準備が必要で

あった。

5．被災した民俗資料のレスキューワークショップ

2020年1月14日～17日の日程で、国立民族学

博物館の日高真吾氏の指導による民俗資料レス

キューのワークショップが開催されることになっ

た。このワークショップは、被災した民具を搬出

し、資料のそれ以上の破壊・劣化が進まないよう

洗浄や消毒などの処置をする（日高氏はこれを

「安定化処理」と呼んでいた）、その一連の工程を

実際に作業しながら学ぶというもので、各地の博

物館学芸員や川崎市職員など多数参加した。

ここで、実際にどのように進められていたか簡

単に記しておきたい。ただし、これは私の参加し

た範囲での手順であり、県博協のレスキュー参加

が一区切りしたあとも市民ミュージアムでは職員

の方々を中心に作業が続けられており、その中で

手順や処置方法などは改良されていったこともあ

ろうかと思う。

【レスキューの手順】

被災民俗資料レスキューの手順は次のとおりで

ある。

（1）準備

収蔵庫内をゾーンごとに区切って区画番号（記

号）を付与し、原則としてゾーンごとに資料を搬

出していくように計画する。屋外（市民ミュージ

アム地下の搬入口前にある駐車場）の広い空間に

ブルーシートを敷き、①搬出した資料の置き場、

②洗い場、③洗浄後の乾燥場（屋外と屋内の2か

所）を設置しておく。（後日、資料や作業者に直

射日光が当たらないようにするため、日除けテン

トも活用された。）

（2）搬出と記録

収蔵庫から運び出された資料は、記録係が搬

出元のゾーンを確認し、1点ごと札を付けてその

ゾーンの記号（アルファベット）と搬出日を記

す。この札は耐水性のあるマイラー紙を用い、こ

の後の作業と日付をその都度書き加えていく。な

お、搬出する資料は必ず二人で持つことができる

ものまでとし、洗浄が難しいものや判断に迷うも

のはテンバコなどに収納し、札を付けて資料が

あった場所を明記しておき、後ほど検討する。大

型資料については作業当日の作業人数や天候、資

料の特性などを考慮して判断する。

（3）洗浄・乾燥

搬出されて札がついた資料は洗い場へ移動して

洗浄する。バケツに水を入れ、刷毛で拭うように

汚れやカビを落としていく。洗浄は慎重さが求め

られ、墨書部分や木肌の弱いところをブラシでこ

すらないよう注意する。一度で落とし切るのは困

難であると理解しておくことも必要である。最後

にホースで水をかけて洗い流し、乾燥場所へ移動

する。ばらばらになっている資料や資料について

いた札、付属品などは、チャック付きビニール袋

などに入れて一緒にする、もしくはテンバコやコ

ンテナを利用してなるべく離れ離れにならないよ

うにする。洗浄が終わった資料の札に日付と洗浄

した旨を記す。洗浄した資料は記録係が写真撮影

しておく。

一日の作業の終わりに、屋外で乾燥させていた

資料を屋内の乾燥場所に移す。翌日、一晩置いて

乾いた資料の状態を確認し、カビや汚れが落とし

切れていないものは二度目の洗浄へ回す。

（4）エタノール処理

洗浄と乾燥の終わった資料にエタノールを塗

る。エタノール塗布用の場所を別に確保し、エタ

ノール塗布用の刷毛、バケツやカップなどの容

器、霧吹き、ウエスなどを用意して作業する。ま

ず、カビが発生していないか汚れなどが残ってい

ないかを確認し、洗い足りないものは、再度洗

浄・乾燥に回す。少々のカビの場合は、エタノー
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ルで除去する。資料のつなぎ目や重なっている部

分などは念入りに塗る。なお、海苔養殖用具の海

苔簀は、エタノール液の中に浸けて刷毛で洗浄し

た。エタノールを塗り終わったらマイラー紙札に

日付と「エタノール」と記載し、屋内で乾かす。

（5）資料移動

エタノール処理後、一晩おいた資料を確認し、

カビの発生などが無いか十分に乾燥しているかな

どをチェックし、合格したものを安定化処理済み

の民俗資料置き場（市民ミュージアム2階の常設

展示場を利用）へ移動する。カビ等の発生が見つ

かったものは、再度、洗浄もしくはエタノールで

ふき取るなどの処置を施す。

民俗資料レスキューのようす（2020年1月17日）

資料の洗浄

エタノール塗布

エタノール処置を終えた資料

収蔵庫から被災資料を運び出す

洗浄後の乾燥

エタノール溶液での洗浄

安定化処理を終えて２階に移動した資料
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以上の作業を何人かごとチームに分けて担当し

た。手元のメモの数字からだと、毎日20～25名

がレスキューに携わり、4日間でおよそ400点あ

まりの民俗資料を処置することができた。

このレスキューワークショップではいくつかの

課題も見えた。まず、私も含めてほとんどの参加

者は被災資料の取り扱いは未経験であり、作業の

途中で判断に迷う場面も多かった。そもそも民俗

資料はその素材・形状・構造も多種多様で、取扱

いは難しいと思っているのだが、被災した資料は

脆弱で、慎重に取り扱っていても搬出や洗浄の工

程でさらに破損してしまうこともある。今回、洗

浄には大小の刷毛とブラシ（土器などを洗浄する

ためによく使われている豚毛のブラシ）を用い、

資料の材質や汚れの状況に応じて使い分けていた

が、1回の洗浄ではなかなか汚れが落ちないこと

もあり、ブラシで強くこすってしまったようだ。

私も、櫂や櫓を洗浄した際、木の表面にびっしり

砂のような黒い粒状の物質が付着しており、ブラ

シでそっとこすっても落とせず、それ以上はやめ

ておいた。何らかの菌類だと思われるが、これを

無理して取り除こうとしていれば木部にたくさん

の傷がついたことだろう。

また、収蔵庫のゾーンごとに処置していくのが

手順だということは理解できるが、収蔵庫の片隅

に置かれたままの衣類や人形、バラバラになっ

た漆器類、箪笥に閉じ込められたままの古文書

などを目にすると、一刻も早く処置したい気持ち

になってしまった。個人的な意見になってしまう

が、指定文化財だけではなく、なるべく早く処置

をすべき資料というのも確認し対応できれば良

かったと思う。

なお、資料に付けていた紙札は、多くがはずれ

てしまっており、残っているものも文字がほぼ消

えていて資料に固着していることもあった。パウ

チしていれば良かったが、作業量を考えると無理

だったろうとも思った。資料に直接書き込んでい

た資料番号は、ニスで保護していたこともあって

ほぼ残っていた。この番号と資料写真を照合す

れば、その資料の被災前の姿や資料カードの情報

とも照合できる。資料カードは被災を免れている

そうなので、部品や付属物が離れ離れになってし

まった資料も写真やカードの情報などから復元で

きるはずである。

6．おわりに

川崎市からの報告によると、被災した収蔵品お

よそ22万9000点の収蔵庫からの搬出が2020年

6月に終了し、現在は修復に向けた作業が進めら

れているという。第1収蔵庫のなかには、収蔵資

料の他にも資料収集時に聞き取りをした際の調書

や、過去の民俗調査の記録類、民具実測図、古い

住宅地図、資料写真・ポジフィルム、民俗映像記

録のDVDやビデオテープなど大切な資料が収め

られていた。これらがどのようになったのか非常

に気がかりである。失われてしまったとしたら残

念でならない。

2020年12月には、凍結保存していた古文書類

の処置を行うワークショップ兼レスキューが実施

され、参加させていただいた。民俗資料でも冷凍

庫に入れられた紙資料は相当の量があり、今後は

これらの安定化処理が実施されることになるかと

思うが、近現代資料には酸性紙の文書も多く、生

活雑貨の紙製パッケージや商標ラベルなどはどの

ような状態になっているのか、こちらも気がかり

である。どうしても本務の合間という形にはなる

が、今後もレスキューに参加させていただき、一

つでも多くの資料を救う手助けができればと考え

ている。

最後になったが、こうして市民ミュージアムの

被災資料のレスキューに関わらせていただけてい

ることを、県博協をはじめ市民ミュージアムの

方々、快くレスキューに送り出してくれている本

務先の方々にも感謝したい。

（掲載写真はすべて川崎市市民ミュージアムよ

りご提供いただきました）




